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部分についても検討していることが推察できる。
また，図の種類に関する分析結果と比較する
と，正投影法及び－部を表す方法を用いる職人
の多くはアイデアの補足していることが認めら
れた。
以上のことより，職人は主に斜投影法を用い
てアイデアを検討し，正投影法や一部を表す方
法を用い，アイデアの正確な形や細かな部分も
検討すると推察できる。また，多くの職人は正
投影法や－部を表す方法を用いてアイデアの補
足をすることも認められた。
められた。つまり，職人は部品の形あるいは構
造を変更することによって，アイデアを多く考
えだそうとしていると推察できる。
また，寸法の記載の有無を分析した結果，寸
法の記載は18名の職人に認められた。この寸法
の記載は，アイデアの数が２個以下の職人に特
に認められた。職人は，少数のアイデアを詳細
に検討するために寸法を記載することが推測で
きる。
3.4職人のアイデアスケッチの方略
職人のアイデアスケッチを図の種類，図の表
し方及びアイデアの内容について分析した結果，
ある職人は部品の形あるいは構造を変更するこ
とによって，多くのアイデアを産出し，またあ
る職人はアイデアの補足，材料取りの図，複数
の表し方及び寸法を記載することによってアイ
デアを詳細に示すことが明らかとなった。つま
り，職人のアイデアスケッチには「多くのアイ
3.3アイデアの内容に関する分析結果
アイデアの内容に関する分析結果を表３に示
す。
部品の形及び構造の変更の有無を分析した結
果，部品の形あるいは構造のいずれかの変更は
９名に認められた。部品の形あるいは構造の変
更は，アイデアの数が５個以上の職人に特に認
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図３「アイデアを詳細に示す」方略の例図２「多くのアイデアを産する」方略の例
デアを産出する」方略及び「アイデアを詳細に
示す」方略があると考えられる。
「多くのアイデアを産出する｣方略の例を図２
に示す。この方略は複数のアイデアがかかれて
おり，アイデアの補足及び材料取りの図の記載
はない.図の表し方は斜投影法のみであり，正
投影法や－部を表す方法を用いていない。また，
部品の形あるいは構造の変更があり，寸法の記
載はない。この職人は自由記述に「必ずスケッ
チを何通りもかいてよさそうなものを選択して
仕事をしています」と述べていることから，こ
の方略はアイデアを詳細に示さずに，多くのア
イデアを産出することを目的としていると考え
られる。
次に，「アイデアを詳細に示す｣方略の例を図
３に示す。この方略は一つのアイデア，アイデ
アの補足，材料取りの図を示し，複数の表し方
を用いる。また，寸法も記載されている。この
ような方略を用いている職人は自由記述に「ア
イデアスケッチは人に伝える方法として良いと
思います」と述べていることから，この方略は
アイデアに関する情報を他者にも理解できるよ
うに詳細に示すことを目的としていると考えら
れる゜
以上のように職人のアイデアスケッチには目
的によって方略がいくつか存在すること，つま
りその目的は「多くのアイデアを産出する」か
｢アイデアを詳細に示す｣であることが明らかと
なった。
３．５アイデアスケッチの学習指導
本研究では，職人のアイデアスケッチにおけ
る図の種類，図の表し方及びアイデアの内容に
ついて分析した。これらの結果をもとに構想・
設計に関する学習指導を検討した結果，学習指
導においてアイデアスケッチを実施する際は，
アイデアスケッチの目的を「多くのアイデアを
産出する」あるいは「アイデアを詳細に示す」
と明確にし，目的に応じた方略を生徒に考えさ
せることを提案できる。
また，構想・設計はつくるものに関する情報
を段階的に詳細化しながら決定していく過程で
ある'5)。そこで，構想・設計では，はじめに多
くのアイデアを考えだすことを目的としたアイ
デアスケッチを実施し，その中から一つのアイ
デアを選択し，アイデアを詳細にすることを目
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的としたアイデアスケッチを実施させる段階的
な学習指導を提案する。
４．まとめ
本研究は，構想・設計に関する学習指導を検
討するため職人のものづくりにおけるアイデア
スケッチの実態を明らかにすることを目的とし
た。職人にアイデアスケッチを図の種類，図の
表し方及びアイデアの内容について分析した結
果，以下のことが明らかとなった。
(1)職人は部品の形あるいは構造を変更するこ
とによって，多くのアイデアを産出している
ことが明らかとなった。また，職人はアイデ
アの補足，材料取りの図，複数の表し方及び
寸法を記載することによりアイデアを詳細に
示していることが明らかとなった。
(2)職人のアイデアスケッチには「多くのアイ
デアを産出する」方略及び「アイデアを詳細
に示す」方略が認められた。
(3)ものづくり学習の構想・設計に関する学習
指導においてアイデアスケッチを実施する際
は，アイデアスケッチの目的を「多くのアイ
デアを産出する」あるいは「アイデアを詳細
に示す」と明確にし，その目的に応じた方略
を生徒に考えさせる必要がある。
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Abstract
Thispaperexaminestheactualsketchesof31craftsmen、Methodsandtechniquesof
instructionwereanalyzedfromthesesketches・ThefoUowingresultswereobtained：
１．Somecraftsmenproducemanysketcheschangingtheshapeandstructureswithin
anidea・Someofthesecraftsmendrawdetailedsupplementarysketcheswithchangesin
styleandsize，
２．Twotypesofsketchesweremade・Ｔｈｅｆｉｒｓｔｔｙｐｅｏｆｓｋｅｔｃｈｗａｓｆｏｒｒｅｃｏrdingrough
ideasinbroadterms・Thesecondtypeofsketchwasforrecordingdetailｓｏｆｔｈｅｏｂｊｅｃｔ・
aThispapersuggeststhatwhenmanufacturingistaught,itisnecessarytoclarify
thepurposeofsketching，ａｎｄｔｏｄｅｃｉｄｅｗｈｉｃｈｏｆｔｈｅａｂｏｖｅｍｅｔｈoｄｓｓｈｏｕｌｄｂｅｕｓｅｄＴｈｅ
stUdentmustthinkaboutwhichtypeofsketchsuitstheirpurpose．
Keyword：craftsmen，Sketch，manufacturing，teaching
